
作成者

・このグループホームについて

ワンルーム型のグループホームで、一般の方も住居されています。

利用者は、主に精神障害の方がいており、自立した生活を目指しています。

利用者定員が、１０人で現在は９人が入所されています。

事務所があり、職員と利用者が交流できる場所として提供しています。

夕食提供・夜間の見守りもしています。

・利用者の意見

グループホームでの生活に満足している。

以前は、一戸建てのグループホームにいたが隣の利用者とトラブルで退去した。

ここにきてからは、ルールを守りながら自分なりの生活ができている。

ワンルーム型なので、自立した生活を送り、自分で料理をするようになった。

出来ることも増えてきて、充実した生活を送っている。

・近隣の方の意見

近くにスーパーがあり、駅も近い為、便利だと感じた。

この建物がグループホームだと知らなかった。

便利なところにマンションがあるなぁと思っていた。

・近隣の方より

何か大きな騒動があったことがあったか？

今までも大きな騒動等が何度もあったわけではない。あったときは周りの人も理解はしてくれ

ているので大きなクレームはない。何かあった時は世話人が迅速に対応するようにしている。

議　事　録
山田　沢

出席者

場所

日時

会議名

エスポワールフジワラ　３０１号室

令和７年９月10日(水)　　10：30～11：30

地域連携推進会議(伏屋)

世話人1名　近隣の方1名　利用者1名

※民生委員は連絡するが欠席。利用者家族も都合合わず欠席。



・グループホームの看板等について

現在はグループホームだとわかる看板は出していないが、出す必要があるか？

近隣の方　　出す必要がないと答える。

利用者　　上記と同じ回答。

・グループホームがあることを周知するには

近隣の方　　無理に周知する必要はない。

利用者　　誰かに尋ねられた時には、グループホームと伝える。

世話人　　　来客があった際には、パンフレット等で説明をする。

以上、地域連携推進会議を終了する。


